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主催 
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平成 25 年 3 月  



●趣旨 
学生が国際社会の中で社会人としてのスキルを身に付け，教養を深めて高い見識を

持ち，豊かな人間性を培うために共通教育の役割は大きい．そのため，共通教育の今

後の充実が望まれる．そこで，魅力的な授業を一緒に考え企画することを学生に呼び

かけ，学習の主体者である学生の参加による企画提案型の意見交換会を開催する． 
これを通じて，共通教育での学び方の工夫，学びたい科目やテーマ，学修支援のポ

イントをはじめ学修成果が期待できる様々な工夫やアイデアなど，魅力的な授業方法

や新しい学びの創出につなげ，共通教育の充実に資する． 
 
●日  時： 平成 25 年 2 月 15 日（金），13 時～14 時 40 分 
 
●場  所： 大学会館 3F，ICT 教室「CLAFT」 
 
●テーマ ： ①外国語科目について 

②教養科目について 
 
●参加学生 
経済学部 10 名、人間文化学部 6 名、工学部 7 名、生命工学部 7 名、薬学部 6 名 

計 36 名（うち、学部学科選出 34 名、公募 2 名） 
テーマ①：10 名（5 名メンバー2 グループ） 
テーマ②：26 名（6 名メンバー2 グループ、7 名メンバー2 グループ） 

計 6 グループ 
 
●プログラム 
12:30 受付開始 
13:00  開会の挨拶（大学教育センター長） 
13:03  全体説明 

SGD について（プロダクト：『新しい授業の提案』） 
13:10  SGD 開始 

他己紹介，3 役（司会進行、記録係、発表）の決定 
14:00  まとめと発表の準備 
14:10 グループ発表 
14:30  総評と閉会の挨拶（大学教育センター長） 
    アンケート調査 
    解散 
 
●スタッフ 

小野准教授，坂口教授，地主准教授，鶴崎准教授，日暮助手 （五十音順） 
 
  



●要旨                   （全学共通教育部門長 坂口勝次） 
 大学教育センターでは，初めての試みとして，共通教育について学生同士が話し合う場を設

け，学生たち自身が新しい授業を企画提案することを計画し実施した．全学共通教育課程の

中から，外国語科目と教養科目の二つについてテーマを絞り，参加学生は希望するテーマ毎

にグループに分かれた．参加学生の募集方法は，学内公募と学部学科からの選出の 2 段階に

なった． 
 会場として，平成 24 年度文部科学省「私立大学教育研究活性化設備整備事業」によって整

備された大学会館 ICT 教室「CLAFT」を利用した． 
 プログラムについては，大学教育センター長による開会の趣旨説明を含む挨拶のあと，司

会による全体説明として SGD の意味，プロダクト，ルール，役割の説明を行った．続いて

SGD に入る前に，アイスブレイクとして，グループ内でペアを組んで相互に自己の情報提供

を行い，グループの前でペアの相手が自分を紹介するという「他己紹介」の時間を設けた．

そして SGD を行うための司会進行と記録係，加えて最後にプレゼンテーションを行う発表者

をグループ内で決めたあと SGD を開始した．SGD の記録として，グループ毎に 3 面式のホ

ワイトボードを利用した．SGD の序盤で現行の授業などに対する問題点の抽出作業だけが目

立ったため，新しい授業の提案という趣旨と制限時間の関係から，議論の指針を全体に伝え

て議論の軌道修正を早期に行った．これによって，提案意見が中心の SGD が進み，各グルー

プから科目名，授業内容，提案のポイントなどがホワイトボードにまとめられた．そして，

SGD の終了 10 分前にプロダクトのまとめ作業と発表の準備を行った．グループ発表では，

各グループの発表者がプロダクトとして「新しい授業」の科目名，授業内容，提案のポイン

トについて説明があった．プロダクトとしての科目名を以下に示す． 
①英語 － 意欲を引き出す授業 － 
②日中コミュニケーション 
③就活トーーク 
④フク☆ナビ ～大人の階段を登ろう！～ 
⑤社会教養 
⑥SGD 
①および②については外国語科目，それ以外は教養科目をテーマとしたものであり，大変

ユニークな科目や授業内容がプロダクトとして出てきた．また，教養科目については，科目

名は異なるが社会に出るための具体的な準備として位置づけた授業内容の提案が目立ち，学

生の関心事が浮き彫りになったようである．大学教育センター長による総評と閉会の挨拶で

は，「SGD」という科目など特筆すべき科目が学生から提案されていることや大学としてこれ

らプロダクトを真摯に受け止めていく旨が述べられた． 
アンケート調査の結果から，参加学生のほとんどが「フクトーーク」での話し合いが有意

義であったこと，SGD への参加も良好であったこと，グループ人数が適切であったこと，提

案された科目の中で実現を望んでいる科目があること，学生の意見を取り入れた新しい授業

を生み出していく仕組みを求めていること，次回参加への可能性があること，に多くの学生

が回答している．この他，他学部の学生と交流ができたことを評価する学生もいた．今後の

課題としては，広報とそれに伴う公募方法，SGD の時間配分については改善する必要がある． 
最後に，「フクトーーク」の実施にご尽力いただいた関係者の皆様に感謝申し上げます． 



●プロダクト『新しい授業の提案』 No.1 
 
テーマ①   ： 外国語科目について 
新しい科目名 ： 「英語」 － 意欲を引き出す授業 － 
 
 

 
 
  

まとめ メモ（右） メモ（左） 



●プロダクト『新しい授業の提案』 No.2 
 
テーマ①   ： 外国語科目について 
新しい科目名 ： 「日中コミュニケーション」 
 
 
 

 
 
  

まとめ メモ（右） メモ（左） 



●プロダクト『新しい授業の提案』 No.3 
 
テーマ②   ： 教養科目について 
新しい科目名 ： 「就活トーーク」 
 
 
 

 
  

まとめ メモ（右） メモ（左） 



●プロダクト『新しい授業の提案』 No.4 
 
テーマ②   ： 教養科目について 
新しい科目名 ： 「フク☆ナビ」 ～大人の階段を登ろう！～ 
 
 
 

 
 
  

まとめ メモ（右） メモ（左） 



●プロダクト『新しい授業の提案』 No.5 
 
テーマ②   ： 教養科目について 
新しい科目名 ： 「社会教養」 
 
 
 
 

 
  

まとめ メモ（右） メモ（左） 



●プロダクト『新しい授業の提案』 No.6 
 
テーマ②   ： 教養科目について 
新しい科目名 ： 「SGD」 
 
 
 
 

 
  

まとめ メモ（右） メモ（左） 



 
  

開会の挨拶 全体説明 

SGD（スモール・グループ・ディスカッション） 

成果発表 総評・閉会の挨拶 



フクトーーク参加者 アンケート集計結果 

フクトーーク学生参加者数 36 名  うち、アンケート記入者数 35 名 
 
① フクトーークをどのようにして知りましたか。 

※35 名中 2 名が 1.と 5.の２つを選択 
 
② フクトーークへの参加の経緯を教えてください。 

 

1. 学内のポ

スターを見て

知った 
16% 

3. 共通教育

科目の授業中

に教員から広

報で知った 
3% 

5. 教員（担

任・学科教

員）からの参

加要請があっ

たので知った 
81% 

掲示などで興

味を持ち、大

学の授業に自

分の意見を是

非反映させた

いと思ったか

ら 
3% 

教員（担任・

学科教員）か

らの参加要請

で、内容に興

味を持ったか

ら 
52% 

友人の誘われ

たから 
11% 

教員（担任・

学科教員）か

らの強制的に

参加させられ

たから 
34% 

2. ゼルコバの「あなた宛のお知らせ」
を見て知った  0% 
4. 専門教育科目の授業中に教員から
の広報で知った  0% 



③ あなたにとって、フクトーークでの話し合いは有意義でしたか。 

 
 
④ グループディスカッションでは、自分の意見を十分に出せましたか。 

 

非常に有意義

であった 
48% 比較的有意義

であった 
46% 

あまり有意義

ではなかった 
3% 

どちらともい

えない 
3% 

十分に出せた 
35% 

ほぼ出せた 
53% 

あまり出

せなかっ

た 
9% 

まったく出せ

なかった 
3% 



 
⑤ ディスカッションの時間は適切であったと思いますか。 

 
 

⑥ グループディスカッションの 1 グループの人数は適切でしたか。 

 

もう少し、多

いほうが良

かった 
12% 

適切であった 
85% 

もう少し、少

ないほうが良

かった 
3% 

時間をもてあま

してしまった 
3% 

もう少し短

くても良

かった 
6% 

適切であっ

た 
31% 

もう少し長

いほうが良

かった 
57% 

時間がまっ

たく足りな

かった 
3% 



⑦ 今回のフクトーークで提案された科目の中で是非実現してほしい科目はありま

すか。 
 

 
 
 

「ある」と答えた学生の科目名など 人数 備  考 

フク☆ナビ 〜大人の階段登る〜 8   

SGD 7   

就活トーク 5   

社会教養 3 
分類として新しく専門分野の基礎を浅く

広く学べる「特殊教養科目」があればい

いと思います（副専攻とかは別で） 

就活用のもの 1   

就活対策・日中コミュニケーション 1   

就活やマナーUPの授業 1   

全部・全部のグループのを少しずつでも 1   

未記入 1   

フクトーク 1   

 

「既存の科目に内容を反映させてほしい」の内容など 人数 

英語の時間増 1 
SGDを用いた授業 1 

 

ある 
82% 

既存の科目に

内容を反映し

てほしい 
6% 

ない 
12% 



⑧ 今回、共通教育科目の外国語教育と教養教育について議論をしましたが、学生の

意見を取り入れた新しい授業を生み出していく取り組みは、今後も必要と思いますか。 

 

 
⑨ 次回のフクトーークに参加したいと思いますか。 

 
※ 1.〜3.に○をつけた方は、是非、別紙の連絡票に氏名等を記入して提出をお願い

します。 
  連絡票に氏名等を記入したのは、1〜3 の対象者 24 名のうち、21 名 

学生の知的

欲求を満た

すために

は、必要で

ある 
91% 

学生の意見

を反映させ

た授業内容

の改善は必

要だが、新

しい授業を

生み出す取

り組みは必

要ない 
6% 

分からない 
3% 

1. 是非参加

したい 
12% 

2. 内容に

よっては参

加したい 
29% 

3. 要請があ

れば考える 
29% 

4. 参加する

つもりは全

くない 
6% 

5. 分からな

い 
24% 

今回のような取り組みは全く必要ない  0% 



⑩ フクトーークに参加して、思ったこと、考えたこと、改善した方が良いことなど

自由に記載してください。 
 

 フクトーークのように他学科の人と話し合う場をつくることは良いと思っ

た 
 他学部の人たちと話し合うことによっていろんな考えを知ることができた

のでとても良かった。 
 思ったより楽しかった。議論するには時間が短いと思う。 
 このような場を設けることは良いと思いました。もっと速くこんな機会があ

ってほしかったです。 
 知らない学生と話す機会があって良かった 
 他学科の人と交流が出来て良かった。ホワイトボードはパソコン（パワーポ

イントなど）などで良かったのではないかと思った。 
 楽しかった 
 設備の不備はいただけないと思う 
 中学語をもっと充実させてほしい 
 キャリアデザインでもしましたが、１回はやっておいた方が良いと思います。

楽しくできればよいのでは、少し時間多く。 
 最初は緊張しましたが、見ず知らずの学生の皆さんと意見を交換するのは貴

重な経験だと感じました。とまどいもありましたが、非常に有意義な時間だ

ったと思います。 



フクトーーク参加者 連絡票 
 

アンケートⅠの⑨で１〜３と答えた皆様には、次回、フクトーークが開催される時に

は、優先的に連絡させていただきます。以下に、学生番号と氏名を記入し、提出して

ください。連絡にはゼルコバを利用しますので、連絡方法の欄は記入していただかな

くても結構ですが、電話あるいはメールでの連絡を希望される場合は、ご記入くださ

い。もちろん、個人情報の管理は厳重に行ないます。 

 

学生番号： 

氏  名： 

連絡方法（未記入でもかまいません）： 



   

【申し込み先】教務課（申込用紙を用意しています） 
【申込締切日】１月３０日（水）１７：００ 

【問い合わせ】学習支援・相談室（1号館3階01322） 

福山大学の共通教育について

を募集します 

テーマは下記の２つです 

 

教養科目 
について 

外国語科目 
について 

【主催】大学教育センター 

新しい共通教育について語り合う会 

あんな授業が 
あったらいい
なぁ・・・ 



大学教育センター主催  新しい共通教育について語り合う会 

 
 
 
 

～新しい授業をみんなでつくろう～ 

 
共通教育の充実を図るため，魅力的な授業を学生の皆さんと一緒に考え，語

り合う会「フクト――ク」を企画しました． 
共通教育での学び方の工夫，学びたい科目やテーマ，学修支援のポイントを

はじめ，学修成果が期待できる様々な工夫やアイデアなど，みんなで語り合い，

魅力的な授業方法や新しい学びの創出につなげていきたいと思います． 
 
・日 時： 平成 25 年 2 月 15 日（金）13：00～14：30（90 分間） 
・場 所： 大学会館 3F アクティブ・ラーニング新教室 
・テーマ： ①外国語教育（科目）について 

②教養教育（科目）について 
・参加資格： 学年・学科・専攻は問いません． 
・申込方法： 下記の申込書に必要事項を記入し，切り離して，参加申込書を

教務課窓口付近の指定 Mail Box に入れてください． 
・申込〆切： 平成 25 年 1 月 30 日（水） 
・問い合わせ先： 大学教育センター 

   学習支援・相談室（1 号館 3 階 01322 教室） 
・特記事項： 応募者多数の場合は抽選になりますので，ご了承ください． 
       参加結果は，後日，ゼルコバにて個別に連絡します． 
 
―――――――――――――――――＜キリトリ＞――――――――――――――――― 
 

新しい共通教育について語り合う会「フクト――ク」参加申込書 

学生番号  氏  名  

参加希望テーマ（どちらかに○） ①外国語教育（科目） ②教養教育（科目） 

連絡先（できれば） 電話番号      －       － 

ご意見（あれば）  

 



大学教育センター 
 運営委員会委員 各位 
 

大学教育センター     
センター長   松浦史登 
共通教育部門長 坂口勝次 

 
大学教育センター主催 

共通教育についての語り合う会「フクトーーク」 参加学生 選出のお願い 

 
共通教育の充実を図るため，魅力的な授業を学生の皆さんが考え語り合う会

「フクト――ク」を下記のように実施します． 
共通教育での学び方の工夫，学びたい科目やテーマ，学修支援のポイントを

はじめ，学修成果が期待できる様々な工夫やアイデアなど，みんなで話し合い，

魅力的な授業方法や新しい学びの創出につなげていきたいと思います． 
つきましては，各委員が所属する学部学科から参加学生を選出していただき

ますよう，よろしくお願いいたします． 
 

記 
 
・日  時： 平成 25 年 2 月 15 日（金），13 時～14 時 30 分（3 時限，90 分） 
・場  所： 大学会館 3F，ICT 教室「CLAFT」 
・テーマ ： ①外国語科目について 

②教養科目について 
・参加資格： 学年・専攻は問いません． 
・選出内訳： 各学科（薬学部を除く）2 名，薬学部 6 名  （計 32 名） 
       経済学部については学部全体で 6 名でも可 
・報告内容： 学生番号，氏名のリスト 

※参加学生には，事前に 2 つのテーマから一つ選択して参加す

るように伝えてください． 
・報告先 ： 共通教育部門長（坂口）まで 
       sakaguch@fume.fukuyama-u.ac.jp 

・報告〆切： 平成 25 年 2 月 8 日（金）（厳守でお願いします） 

 
以上 


